
Contents

診療科・歯科専門外来のご案内

4
p

電子カルテ導入のお知らせ

6
p

　当院では、2025年 1月より電子カルテを導入致しました。
喫緊の課題となっていた、患者待ち時間の解消と紙カルテ
収納スペース等の問題をクリアすべく、2022 年 7 月から
開始した導入検討フェーズを契機に本プロジェクトが稼働
致しました。各フェーズに応じた対応を行い、稼働に向けた
細かな運用ルールの作成と徹底、運用リハーサル・反省会を
重ね、2025 年 1 月 6 日より外来にて稼働開始致しました。
（以下、タイムスケジュール参照）
　電子カルテ導入の最大のメリットである、診療情報の一元
化、医療従事者間での迅速かつ正確な情報共有化、そして
カルテ記載の統一化を活かし、蓄積した医療データの集計・
分析を行っていくことにより、医療安全の確保、業務の効率化
も推進でき、患者サービスの更なる向上に繋がっております。
　これにより従来の紙カルテのデメリットである、情報共有
に時間がかかる点や、手作業によるミスや無駄が生じると
いった問題点、保管庫の確保、カルテ紛失のリスクの解消が
できました。
　システム導入当初は運用上の見直しや、医療従事者による
システム操作の不慣れにより、一時的に受付・診療・会計等
で時間を要することもありましたが、現在ではそれらの問題
点も収束しつつあり、部署間の業務効率化が図れ、患者の
待ち時間短縮・サービスの向上に貢献しております。今後も
医療情報システム運用委員会に寄せられた意見をもとに、
院内でより良い環境整備に努めるとともに、ご来院の患者
さんに対して、安心・安全な医療の提供を行い、快適な受診
体制を整えてまいります。
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男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎
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全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之
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地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

採取やご依頼
方法はこちら

メールでの
ご相談はこちら

臨床検査科では、地域の先生方からの
細胞診ならびに組織診のご依頼を承っております。

詳しくは右記のQRコードをご参照ください。

電子カルテ導入のお知らせ

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

フェーズ 1
導入検討・要件定義（2022年7月～2022年9月）

◆2022年7月8日：電子カルテ提案
◆2022年7月25日：各社によるコンペ形式でのプレゼンを実施
◆2022年8月3日：医療情報システムリプレイスの提案要件を提示
◆2022年9月16日：概算見積書および、提案要件回答書を提出

フェーズ 2
システム導入範囲の検討（2022年10月～2023年9月）

◆2022年10月～2023年9月：既存部門システムとの連携および、
新規システム導入範囲の検討
◆2023年10月25日：医療情報システムリプレイス関連説明会
開催

フェーズ 3
プロジェクトキックオフ（2024年5月）

◆2024年5月7日：全体キックオフ実施（参加者約50名程度）

フェーズ 4
ワーキング開催（2024年5月～2024年8月）

◆2024年5月～8月：電子カルテ導入委員会によるワーキング
グループ開催

フェーズ 5
各種マスタ構築・操作研修準備（2024年9月～）

◆2024年9月：各科マスタヒアリング

フェーズ 6
操作研修・リハーサル実施（2024年10月～2024年12月）

◆2024年10月8日：電子カルテ操作研修を開始
◆2024年11月6日：歯科カルテシステム操作研修を開始

フェーズ 7
データ移行・システム切替・機器設置（2024年12月28日～

2024年12月31日）
◆2024年12月28日：14時にOECのシステムを停止し、移行元
データの抽出を開始
◆2024年12月29日～30日：新システムに抽出データを移行
◆2024年12月30日～31日：端末展開(設置)および、動作確認

フェーズ 8
本稼働・運用開始（2025年1月～）

◆2025年1月5日：入院の稼働、各科代表者参加による新システム
のスルーテストを実施
◆2025年1月6日：外来の稼働
◆2025年3月24日：クリニカルパスの稼働

フェーズ 9
運用後の評価・改善（2025年2月～）

◆2025年2月21日：第1回医療情報システム運用委員会を開催
◆2025年5月14日：第2回医療情報システム運用委員会を開催

電子カルテシステム稼働のタイムスケジュール

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康



　2025年6月1日付けで二期目の臨床研修担当副病院長を拝命いたし
ました。これに先んじて4月1日からは医療安全管理委員会の委員長も
務めさせていただいております。
　研修歯科医は、近い将来のわが国の歯科医療を支える貴重な人財
です。優秀な歯科医師を育成することは大学病院として欠くことの
できない使命の一つです。一方で、大学病院には高次の医療機関として、
最高レベルの歯科治療を提供する責務もあります。患者さんが不安に
思われたり心配をされたりすることのないよう、指導歯科医、研修歯科医
とも十分な指導体制と自己研鑽の下で歯科医療を提供して参ります。
お気づきの点がございましたら、是非お声を聞かせてください。

　さて、特に医師を対象に取り組まれている働き方改革ですが、歯科医師
も例外ではありません。地域偏在の問題もさることながら、令和7年度
の当院における研修歯科医の約6割が女性歯科医師です。今後、市中の
歯科診療所も女性歯科医師が増加していきます。労働環境など社会
整備がまだ十分に追いついておりませんが、女性歯科医師の活躍にも
ご期待とご協力をお願いいたします。
　もう一点、安全・安心な歯科医療の提供には、患者さんとの協働・連携
が欠かせません。ご本人確認など、ひと手間ふた手間増えることも
ございますが、安全・安心な歯科医療を一緒に作り上げていただき
ますようお願い申し上げます。

男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎

全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之

2p 3p

第41号 水道橋畔発 令和7年7月 第41号 水道橋畔発

診療科のご案内

歯科専門外来

令和7年7月 第41号 水道橋畔発 令和7年7月

4p

　2025 年 6 月より水道橋病院副院長を拝命いたし
ました西井康と申します。このたびの任命は誠に光栄
であると同時に、その職責の重さを痛感し、身の引き
締まる思いでおります。
　私の担当は、薬事、治験、倫理審査、そして個人
情報管理です。現在、医療現場では多くの薬剤が慢性
的に不足しており、必要な薬を必要な患者様に、確実
かつ迅速にお届けできる体制の整備が強く求められて
います。適切な薬剤の採用や在庫管理の徹底に努めて
まいります。
　また、世界的に標準治療とされる医薬品が国内では
未承認である、いわゆるドラッグラグの問題も看過で

きません。十分な安全性を確保しながら、適切な医療
機器や薬剤の導入に尽力いたします。
　さらに、情報社会の進展に伴い、病院における個人
情報の保護は、かつてないほど重要な課題となって
います。徹底した情報管理を通じて、患者様が安心
して治療を受けられる環境づくりを推進するとともに、
その重要性について医療従事者への啓発や学生への
教育にも力を入れ、患者様の権利を尊重する意識の
醸成に努めてまいります。
　これらの業務を通じ、信頼される医療機関の実現に
貢献できれば幸いです。未熟者ではございますが、今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　このたび、６月1日付で副病院長を拝命いたしました上田貴之です。
　日頃より、地域の歯科医療機関ならびに関係各位には、当院の診療
活動に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
貴重なご紹介やご助言を通じて、当院は日々の診療と教育、研究そして
社会貢献に取り組むことができております。
　副病院長としては、歯科衛生士部、防災管理、『水道橋畔発』の編集、物品
管理・購買委員会などを担当いたします。いずれの業務も、病院機能を支える
基盤であり、安全で質の高い医療の提供に直結する重要な分野です。特に、

歯科衛生士部では、すべてのライフステージにおける口腔健康管理の実践力
向上と将来を担う人材の育成に力を注いでまいります。『水道橋畔発』は、
当院の情報をお届けする窓口として、今後も皆さまに有益な情報をお届け
できるよう努めてまいります。また、補綴科部長を兼務いたします。補綴歯科
治療や高齢者歯科治療を通じて、口腔機能の向上にも貢献してまいります。
　引き続き、地域との連携を大切にし、皆様とともに歯科医療の発展
に尽力してまいりますので、何卒変わらぬご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

03-5275-1721・1722（直通）
むし歯・根の治療・歯周病の治療

保存科2F
03-5275-1721・1722（直通）
歯・顎の外傷予防・診断・治療
歯科からの健康増進

健康スポーツ歯科2F

03-5275-1732（直通）
口から食べることが困難な方のリハ
ビリテーション

（訪問診療応需）

摂食嚥下リハビリテ－ション科2F せっしょくえんげ

03-3262-3425・3426（直通）
歯にかぶせるもの、歯の欠如部位に
ブリッジ、部分入れ歯、総入れ歯を
製作し、審美性や機能の回復を行う治療

補綴科3F

03-5275-1795（直通）
心や身体に問題があって通常治療が
困難な方の治療

スペシャルニーズ歯科・ペインクリニック科3F

03-5275-1725（直通）
03-5275-1726（指定なしの紹介初診予約専用）
抜歯、顎の腫れ痛み、けが、骨折、顎変形症、
粘膜異常、口腔がん、口唇裂・口蓋裂の治療

口腔外科4F
03-5275-1851（直通）
全身的な病気をお持ちの方、歯科
恐怖症の方、口や顔の痛みやしびれ
でお悩みの方の治療

歯科麻酔科4F

03-5275-1760（直通）
人工歯根による機能と審美の回復

口腔インプラント科3F

03-5275-1953（直通）
歯科、口腔領域のエックス線検査

放射線科4F

03-5275-1721･1722
歯科衛生士による歯周病の基本治療
や高度なプロフェッショナルケア
（フッ化物塗布・パウダーポリッシュ）

口腔ケア外来2F

03-5275-1725（口腔外科）
神経麻痺に対し、各種検査法を用い正確に
診断し、適切な治療方針を提示した、薬物療法、
理学療法、神経修復手術などによる治療

神経修復外来4F

03-5275-1721･1722（健康スポーツ歯科）
就寝中の「無呼吸」や「低呼吸」など、
睡眠障害のひとつである睡眠時無呼吸
症候群の治療

睡眠時無呼吸症候群外来2F

03-5275-1851（歯科麻酔科）
歯科治療をうけることに不安がある
とお悩みの方（歯科恐怖症、著しい
嘔吐反射を有する方など）の治療

リラックス歯科治療外来4F

03-5275-1795（ペインクリニック科）
口腔顔面領域（歯、顎、顔面の筋肉、
神経、舌など）の異常な痛みやしびれ
をお持ちの方の疼痛緩和治療

口腔顔面痛みセンター3F

03-5275-1926（直通）
内科診療一般、健診、超音波検査

内科5F
03-5275-1974（直通）
薬に関するお問い合わせ

薬局

千葉歯科医療センター（歯科）
〒261-8502千葉県千葉市美浜区真砂1-2-2

TEL.043-270-3915（歯科）
市川総合病院（歯科・医科）

〒272-8513千葉県市川菅野5-11-13
TEL.047-322-0151（代表）

本学他施設のご案内

03-5275-1732（直通）
紹介元医療機関からのご連絡受付

地域医療連携室

03-5275-1856（直通）
眼科診療一般、白内障手術、緑内障
手術、屈折矯正手術

眼科3F

03-5275-1724（直通）
歯並び、顎変形症（顎の手術を伴う
治療）、口蓋裂などの矯正治療

矯正歯科3F

03-5275-1723（直通）
初診時年齢 15 歳未満の方の歯科治療
と予防

小児歯科3F

総合受付 医事課（受診案内）1F
03-5275-1932（直通）

　2025年6月1日より、水道橋病院副病院長に再任させて頂きました。
この1年半、医療安全・感染対策、地域医療連携の各分野において、病院職員の
皆様のご協力のもと、職務を遂行できましたことを心より感謝申し上げます。
　再任にあたり、他の副病院長とも力を合わせて田口新病院長を
サポートし、病院運営のさらなる発展に貢献してまいります。特に、
新たに導入された電子カルテのメリットを最大限活かし、診療の
クオリティを担保しつつ効率化を図ることで、患者様にさらなる

利益をもたらしたいと考えております。
　また、地域医療連携担当副病院長としては、今年度も「水道橋病院
医療連携報告会」を主催いたします。地域の先生方との連携をより一層
強化し、顔の見える関係づくりを進めてまいりますので、ぜひご参加
ください。引き続き、水道橋病院の理念である“思いやりの心による
医療”の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。今後ともご指導
ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

電話でのお問い合わせ
各科への連絡受付時間

平　日 8:45～17:30
土曜日 8:45～13:00（休診日を除く）

　2025 年（令和 7 年）6 月より東京歯科大学水道橋
病院の病院長を拝命いたしました。伝統ある本院の
病院長を拝命することは、改めて身に余る光栄であり
ますとともにその責任の重さを痛感しております。
東京歯科大学水道橋病院は、1900 年（明治 33 年）
に本学の前身である東京歯科医学院に隣接して開設
された血脇歯科診療所に端を発します。創設以来
120 年以上の歴史と伝統を受け継ぎ、良質な医療の
提供、優秀な歯科医師の輩出に貢献してまいりました。
現在、東京歯科大学水道橋病院は、最先端の施設・
設備を取り入れた都市型拠点病院として、地域の高次
医療機関、基幹的歯科病院として大きな役割を担って
います。
　東京歯科大学水道橋病院は、『患者様に安心で満足
のいく「思いやりの心による医療」を提供し、各医療
機関との連携を密にした高次歯科医療を担うと共に、
安全で質の高い医療を提供する』という理念のもと、
安全かつ安心な医療の推進に努めて参りました。
　この度、本院をさらに発展させるために、「患者さん
中心の医療の実現」・「優れた医療人材の育成」・「職員
の働きやすい環境づくり」・「地域医療との連携強化」・
「経営基盤の強化」を目標として掲げました。こうした
目標をこれまで以上に高い水準で実現していくために、

全職員が一致団結して前進してまいります。
　また、未来の歯科医療を担う歯学部学生、 短期
大学学生や歯科医師、歯科衛生士をはじめとする
医療従事者の育成にも力を入れており、高い倫理観
と専門性を備えた人材育成に努めています。特に、
歯学部学生は一定の技能と知識を習得した Student 
Dentist として診療チームに参加し研鑽を積んで
おります。
　今後は、歯科医師や歯科医療機関が、 地域の中で
の求められる役割を把握し、地域の歯科医療需要や
医療資源に応じた機能分化や連携の在り方等、地域
特性に応じた歯科医療提供体制を構築することが
重要だと考えており、目標に掲げた「地域医療との
連携強化」を進める上でも、これまで以上に地域の
かかりつけ歯科医の先生方との連携を密にし、地域
全体でしっかりと患者さんを支える安全で安心な
歯科医療の実現に注力してまいります。
　本学の建学理念である「歯科医師たる前に人間
たれ」の思いをもつ志高き医療人が心をひとつにして、
患者さんを第一に心のこもった医療を展開し、未来
の歯科医療を創造してまいりたいと思います。今後
とも、変わらぬご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

ほてつ

きょうせいこうくう

こうくう

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康



　2025年6月1日付けで二期目の臨床研修担当副病院長を拝命いたし
ました。これに先んじて4月1日からは医療安全管理委員会の委員長も
務めさせていただいております。
　研修歯科医は、近い将来のわが国の歯科医療を支える貴重な人財
です。優秀な歯科医師を育成することは大学病院として欠くことの
できない使命の一つです。一方で、大学病院には高次の医療機関として、
最高レベルの歯科治療を提供する責務もあります。患者さんが不安に
思われたり心配をされたりすることのないよう、指導歯科医、研修歯科医
とも十分な指導体制と自己研鑽の下で歯科医療を提供して参ります。
お気づきの点がございましたら、是非お声を聞かせてください。

　さて、特に医師を対象に取り組まれている働き方改革ですが、歯科医師
も例外ではありません。地域偏在の問題もさることながら、令和7年度
の当院における研修歯科医の約6割が女性歯科医師です。今後、市中の
歯科診療所も女性歯科医師が増加していきます。労働環境など社会
整備がまだ十分に追いついておりませんが、女性歯科医師の活躍にも
ご期待とご協力をお願いいたします。
　もう一点、安全・安心な歯科医療の提供には、患者さんとの協働・連携
が欠かせません。ご本人確認など、ひと手間ふた手間増えることも
ございますが、安全・安心な歯科医療を一緒に作り上げていただき
ますようお願い申し上げます。

男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎

全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之

2p 3p

第41号 水道橋畔発 令和7年7月 第41号 水道橋畔発

診療科のご案内

歯科専門外来

令和7年7月 第41号 水道橋畔発 令和7年7月

4p

2025 年 6 月より水道橋病院副院長を拝命いたし
ました西井康と申します。このたびの任命は誠に光栄
であると同時に、その職責の重さを痛感し、身の引き
締まる思いでおります。
私の担当は、薬事、治験、倫理審査、そして個人

情報管理です。現在、医療現場では多くの薬剤が慢性
的に不足しており、必要な薬を必要な患者様に、確実
かつ迅速にお届けできる体制の整備が強く求められて
います。適切な薬剤の採用や在庫管理の徹底に努めて
まいります。
また、世界的に標準治療とされる医薬品が国内では

未承認である、いわゆるドラッグラグの問題も看過で

きません。十分な安全性を確保しながら、適切な医療
機器や薬剤の導入に尽力いたします。
さらに、情報社会の進展に伴い、病院における個人

情報の保護は、かつてないほど重要な課題となって
います。徹底した情報管理を通じて、患者様が安心
して治療を受けられる環境づくりを推進するとともに、
その重要性について医療従事者への啓発や学生への
教育にも力を入れ、患者様の権利を尊重する意識の
醸成に努めてまいります。
これらの業務を通じ、信頼される医療機関の実現に

貢献できれば幸いです。未熟者ではございますが、今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　このたび、６月1日付で副病院長を拝命いたしました上田貴之です。
　日頃より、地域の歯科医療機関ならびに関係各位には、当院の診療
活動に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
貴重なご紹介やご助言を通じて、当院は日々の診療と教育、研究そして
社会貢献に取り組むことができております。
　副病院長としては、歯科衛生士部、防災管理、『水道橋畔発』の編集、物品
管理・購買委員会などを担当いたします。いずれの業務も、病院機能を支える
基盤であり、安全で質の高い医療の提供に直結する重要な分野です。特に、

歯科衛生士部では、すべてのライフステージにおける口腔健康管理の実践力
向上と将来を担う人材の育成に力を注いでまいります。『水道橋畔発』は、
当院の情報をお届けする窓口として、今後も皆さまに有益な情報をお届け
できるよう努めてまいります。また、補綴科部長を兼務いたします。補綴歯科
治療や高齢者歯科治療を通じて、口腔機能の向上にも貢献してまいります。
　引き続き、地域との連携を大切にし、皆様とともに歯科医療の発展
に尽力してまいりますので、何卒変わらぬご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

03-5275-1721・1722（直通）
むし歯・根の治療・歯周病の治療

保存科2F
03-5275-1721・1722（直通）
歯・顎の外傷予防・診断・治療
歯科からの健康増進

健康スポーツ歯科2F

03-5275-1732（直通）
口から食べることが困難な方のリハ
ビリテーション

（訪問診療応需）

摂食嚥下リハビリテ－ション科2F せっしょくえんげ

03-3262-3425・3426（直通）
歯にかぶせるもの、歯の欠如部位に
ブリッジ、部分入れ歯、総入れ歯を
製作し、審美性や機能の回復を行う治療

補綴科3F

03-5275-1795（直通）
心や身体に問題があって通常治療が
困難な方の治療

スペシャルニーズ歯科・ペインクリニック科3F

03-5275-1725（直通）
03-5275-1726（指定なしの紹介初診予約専用）
抜歯、顎の腫れ痛み、けが、骨折、顎変形症、
粘膜異常、口腔がん、口唇裂・口蓋裂の治療

口腔外科4F
03-5275-1851（直通）
全身的な病気をお持ちの方、歯科
恐怖症の方、口や顔の痛みやしびれ
でお悩みの方の治療

歯科麻酔科4F

03-5275-1760（直通）
人工歯根による機能と審美の回復

口腔インプラント科3F

03-5275-1953（直通）
歯科、口腔領域のエックス線検査

放射線科4F

03-5275-1721･1722
歯科衛生士による歯周病の基本治療
や高度なプロフェッショナルケア
（フッ化物塗布・パウダーポリッシュ）

口腔ケア外来2F

03-5275-1725（口腔外科）
神経麻痺に対し、各種検査法を用い正確に
診断し、適切な治療方針を提示した、薬物療法、
理学療法、神経修復手術などによる治療

神経修復外来4F

03-5275-1721･1722（健康スポーツ歯科）
就寝中の「無呼吸」や「低呼吸」など、
睡眠障害のひとつである睡眠時無呼吸
症候群の治療

睡眠時無呼吸症候群外来2F

03-5275-1851（歯科麻酔科）
歯科治療をうけることに不安がある
とお悩みの方（歯科恐怖症、著しい
嘔吐反射を有する方など）の治療

リラックス歯科治療外来4F

03-5275-1795（ペインクリニック科）
口腔顔面領域（歯、顎、顔面の筋肉、
神経、舌など）の異常な痛みやしびれ
をお持ちの方の疼痛緩和治療

口腔顔面痛みセンター3F

03-5275-1926（直通）
内科診療一般、健診、超音波検査

内科5F
03-5275-1974（直通）
薬に関するお問い合わせ

薬局

千葉歯科医療センター（歯科）
〒261-8502千葉県千葉市美浜区真砂1-2-2

TEL.043-270-3915（歯科）
市川総合病院（歯科・医科）

〒272-8513千葉県市川菅野5-11-13
TEL.047-322-0151（代表）

本学他施設のご案内

03-5275-1732（直通）
紹介元医療機関からのご連絡受付

地域医療連携室

03-5275-1856（直通）
眼科診療一般、白内障手術、緑内障
手術、屈折矯正手術

眼科3F

03-5275-1724（直通）
歯並び、顎変形症（顎の手術を伴う
治療）、口蓋裂などの矯正治療

矯正歯科3F

03-5275-1723（直通）
初診時年齢 15 歳未満の方の歯科治療
と予防

小児歯科3F

総合受付 医事課（受診案内）1F
03-5275-1932（直通）

　2025年6月1日より、水道橋病院副病院長に再任させて頂きました。
この1年半、医療安全・感染対策、地域医療連携の各分野において、病院職員の
皆様のご協力のもと、職務を遂行できましたことを心より感謝申し上げます。
　再任にあたり、他の副病院長とも力を合わせて田口新病院長を
サポートし、病院運営のさらなる発展に貢献してまいります。特に、
新たに導入された電子カルテのメリットを最大限活かし、診療の
クオリティを担保しつつ効率化を図ることで、患者様にさらなる

利益をもたらしたいと考えております。
　また、地域医療連携担当副病院長としては、今年度も「水道橋病院
医療連携報告会」を主催いたします。地域の先生方との連携をより一層
強化し、顔の見える関係づくりを進めてまいりますので、ぜひご参加
ください。引き続き、水道橋病院の理念である“思いやりの心による
医療”の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。今後ともご指導
ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

電話でのお問い合わせ
各科への連絡受付時間

平　日 8:45～17:30
土曜日 8:45～13:00（休診日を除く）

2025 年（令和 7 年）6 月より東京歯科大学水道橋
病院の病院長を拝命いたしました。伝統ある本院の
病院長を拝命することは、改めて身に余る光栄であり
ますとともにその責任の重さを痛感しております。
東京歯科大学水道橋病院は、1900 年（明治 33 年）
に本学の前身である東京歯科医学院に隣接して開設
された血脇歯科診療所に端を発します。創設以来
120 年以上の歴史と伝統を受け継ぎ、良質な医療の
提供、優秀な歯科医師の輩出に貢献してまいりました。
現在、東京歯科大学水道橋病院は、最先端の施設・
設備を取り入れた都市型拠点病院として、地域の高次
医療機関、基幹的歯科病院として大きな役割を担って
います。
東京歯科大学水道橋病院は、『患者様に安心で満足

のいく「思いやりの心による医療」を提供し、各医療
機関との連携を密にした高次歯科医療を担うと共に、
安全で質の高い医療を提供する』という理念のもと、
安全かつ安心な医療の推進に努めて参りました。
この度、本院をさらに発展させるために、「患者さん

中心の医療の実現」・「優れた医療人材の育成」・「職員
の働きやすい環境づくり」・「地域医療との連携強化」・
「経営基盤の強化」を目標として掲げました。こうした
目標をこれまで以上に高い水準で実現していくために、

全職員が一致団結して前進してまいります。
また、未来の歯科医療を担う歯学部学生、短期

大学学生や歯科医師、歯科衛生士をはじめとする
医療従事者の育成にも力を入れており、高い倫理観
と専門性を備えた人材育成に努めています。特に、
歯学部学生は一定の技能と知識を習得した Student 
Dentist として診療チームに参加し研鑽を積んで
おります。
今後は、歯科医師や歯科医療機関が、地域の中で

の求められる役割を把握し、地域の歯科医療需要や
医療資源に応じた機能分化や連携の在り方等、地域
特性に応じた歯科医療提供体制を構築することが
重要だと考えており、目標に掲げた「地域医療との
連携強化」を進める上でも、これまで以上に地域の
かかりつけ歯科医の先生方との連携を密にし、地域
全体でしっかりと患者さんを支える安全で安心な
歯科医療の実現に注力してまいります。
本学の建学理念である「歯科医師たる前に人間

たれ」の思いをもつ志高き医療人が心をひとつにして、
患者さんを第一に心のこもった医療を展開し、未来
の歯科医療を創造してまいりたいと思います。今後
とも、変わらぬご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

ほてつ

きょうせいこうくう

こうくう

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康



　2025年6月1日付けで二期目の臨床研修担当副病院長を拝命いたし
ました。これに先んじて4月1日からは医療安全管理委員会の委員長も
務めさせていただいております。
　研修歯科医は、近い将来のわが国の歯科医療を支える貴重な人財
です。優秀な歯科医師を育成することは大学病院として欠くことの
できない使命の一つです。一方で、大学病院には高次の医療機関として、
最高レベルの歯科治療を提供する責務もあります。患者さんが不安に
思われたり心配をされたりすることのないよう、指導歯科医、研修歯科医
とも十分な指導体制と自己研鑽の下で歯科医療を提供して参ります。
お気づきの点がございましたら、是非お声を聞かせてください。

　さて、特に医師を対象に取り組まれている働き方改革ですが、歯科医師
も例外ではありません。地域偏在の問題もさることながら、令和7年度
の当院における研修歯科医の約6割が女性歯科医師です。今後、市中の
歯科診療所も女性歯科医師が増加していきます。労働環境など社会
整備がまだ十分に追いついておりませんが、女性歯科医師の活躍にも
ご期待とご協力をお願いいたします。
　もう一点、安全・安心な歯科医療の提供には、患者さんとの協働・連携
が欠かせません。ご本人確認など、ひと手間ふた手間増えることも
ございますが、安全・安心な歯科医療を一緒に作り上げていただき
ますようお願い申し上げます。

男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎

全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之
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　2025 年 6 月より水道橋病院副院長を拝命いたし
ました西井康と申します。このたびの任命は誠に光栄
であると同時に、その職責の重さを痛感し、身の引き
締まる思いでおります。
　私の担当は、薬事、治験、倫理審査、そして個人
情報管理です。現在、医療現場では多くの薬剤が慢性
的に不足しており、必要な薬を必要な患者様に、確実
かつ迅速にお届けできる体制の整備が強く求められて
います。適切な薬剤の採用や在庫管理の徹底に努めて
まいります。
　また、世界的に標準治療とされる医薬品が国内では
未承認である、いわゆるドラッグラグの問題も看過で

きません。十分な安全性を確保しながら、適切な医療
機器や薬剤の導入に尽力いたします。
　さらに、情報社会の進展に伴い、病院における個人
情報の保護は、かつてないほど重要な課題となって
います。徹底した情報管理を通じて、患者様が安心
して治療を受けられる環境づくりを推進するとともに、
その重要性について医療従事者への啓発や学生への
教育にも力を入れ、患者様の権利を尊重する意識の
醸成に努めてまいります。
　これらの業務を通じ、信頼される医療機関の実現に
貢献できれば幸いです。未熟者ではございますが、今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　このたび、６月1日付で副病院長を拝命いたしました上田貴之です。
　日頃より、地域の歯科医療機関ならびに関係各位には、当院の診療
活動に対し多大なるご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
貴重なご紹介やご助言を通じて、当院は日々の診療と教育、研究そして
社会貢献に取り組むことができております。
　副病院長としては、歯科衛生士部、防災管理、『水道橋畔発』の編集、物品
管理・購買委員会などを担当いたします。いずれの業務も、病院機能を支える
基盤であり、安全で質の高い医療の提供に直結する重要な分野です。特に、

歯科衛生士部では、すべてのライフステージにおける口腔健康管理の実践力
向上と将来を担う人材の育成に力を注いでまいります。『水道橋畔発』は、
当院の情報をお届けする窓口として、今後も皆さまに有益な情報をお届け
できるよう努めてまいります。また、補綴科部長を兼務いたします。補綴歯科
治療や高齢者歯科治療を通じて、口腔機能の向上にも貢献してまいります。
　引き続き、地域との連携を大切にし、皆様とともに歯科医療の発展
に尽力してまいりますので、何卒変わらぬご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

03-5275-1721・1722（直通）
むし歯・根の治療・歯周病の治療

保存科2F
03-5275-1721・1722（直通）
歯・顎の外傷予防・診断・治療
歯科からの健康増進

健康スポーツ歯科2F

03-5275-1732（直通）
口から食べることが困難な方のリハ
ビリテーション

（訪問診療応需）

摂食嚥下リハビリテ－ション科2F せっしょくえんげ

03-3262-3425・3426（直通）
歯にかぶせるもの、歯の欠如部位に
ブリッジ、部分入れ歯、総入れ歯を
製作し、審美性や機能の回復を行う治療

補綴科3F

03-5275-1795（直通）
心や身体に問題があって通常治療が
困難な方の治療

スペシャルニーズ歯科・ペインクリニック科3F

03-5275-1725（直通）
03-5275-1726（指定なしの紹介初診予約専用）
抜歯、顎の腫れ痛み、けが、骨折、顎変形症、
粘膜異常、口腔がん、口唇裂・口蓋裂の治療

口腔外科4F
03-5275-1851（直通）
全身的な病気をお持ちの方、歯科
恐怖症の方、口や顔の痛みやしびれ
でお悩みの方の治療

歯科麻酔科4F

03-5275-1760（直通）
人工歯根による機能と審美の回復

口腔インプラント科3F

03-5275-1953（直通）
歯科、口腔領域のエックス線検査

放射線科4F

03-5275-1721･1722
歯科衛生士による歯周病の基本治療
や高度なプロフェッショナルケア
（フッ化物塗布・パウダーポリッシュ）

口腔ケア外来2F

03-5275-1725（口腔外科）
神経麻痺に対し、各種検査法を用い正確に
診断し、適切な治療方針を提示した、薬物療法、
理学療法、神経修復手術などによる治療

神経修復外来4F

03-5275-1721･1722（健康スポーツ歯科）
就寝中の「無呼吸」や「低呼吸」など、
睡眠障害のひとつである睡眠時無呼吸
症候群の治療

睡眠時無呼吸症候群外来2F

03-5275-1851（歯科麻酔科）
歯科治療をうけることに不安がある
とお悩みの方（歯科恐怖症、著しい
嘔吐反射を有する方など）の治療

リラックス歯科治療外来4F

03-5275-1795（ペインクリニック科）
口腔顔面領域（歯、顎、顔面の筋肉、
神経、舌など）の異常な痛みやしびれ
をお持ちの方の疼痛緩和治療

口腔顔面痛みセンター3F

03-5275-1926（直通）
内科診療一般、健診、超音波検査

内科5F
03-5275-1974（直通）
薬に関するお問い合わせ

薬局

千葉歯科医療センター（歯科）
〒261-8502千葉県千葉市美浜区真砂1-2-2

TEL.043-270-3915（歯科）
市川総合病院（歯科・医科）

〒272-8513千葉県市川菅野5-11-13
TEL.047-322-0151（代表）

本学他施設のご案内

03-5275-1732（直通）
紹介元医療機関からのご連絡受付

地域医療連携室

03-5275-1856（直通）
眼科診療一般、白内障手術、緑内障
手術、屈折矯正手術

眼科3F

03-5275-1724（直通）
歯並び、顎変形症（顎の手術を伴う
治療）、口蓋裂などの矯正治療

矯正歯科3F

03-5275-1723（直通）
初診時年齢 15 歳未満の方の歯科治療
と予防

小児歯科3F

総合受付 医事課（受診案内）1F
03-5275-1932（直通）

　2025年6月1日より、水道橋病院副病院長に再任させて頂きました。
この1年半、医療安全・感染対策、地域医療連携の各分野において、病院職員の
皆様のご協力のもと、職務を遂行できましたことを心より感謝申し上げます。
　再任にあたり、他の副病院長とも力を合わせて田口新病院長を
サポートし、病院運営のさらなる発展に貢献してまいります。特に、
新たに導入された電子カルテのメリットを最大限活かし、診療の
クオリティを担保しつつ効率化を図ることで、患者様にさらなる

利益をもたらしたいと考えております。
　また、地域医療連携担当副病院長としては、今年度も「水道橋病院
医療連携報告会」を主催いたします。地域の先生方との連携をより一層
強化し、顔の見える関係づくりを進めてまいりますので、ぜひご参加
ください。引き続き、水道橋病院の理念である“思いやりの心による
医療”の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。今後ともご指導
ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

電話でのお問い合わせ
各科への連絡受付時間

平　日 8:45～17:30
土曜日 8:45～13:00（休診日を除く）

　2025 年（令和 7 年）6 月より東京歯科大学水道橋
病院の病院長を拝命いたしました。伝統ある本院の
病院長を拝命することは、改めて身に余る光栄であり
ますとともにその責任の重さを痛感しております。
東京歯科大学水道橋病院は、1900 年（明治 33 年）
に本学の前身である東京歯科医学院に隣接して開設
された血脇歯科診療所に端を発します。創設以来
120 年以上の歴史と伝統を受け継ぎ、良質な医療の
提供、優秀な歯科医師の輩出に貢献してまいりました。
現在、東京歯科大学水道橋病院は、最先端の施設・
設備を取り入れた都市型拠点病院として、地域の高次
医療機関、基幹的歯科病院として大きな役割を担って
います。
　東京歯科大学水道橋病院は、『患者様に安心で満足
のいく「思いやりの心による医療」を提供し、各医療
機関との連携を密にした高次歯科医療を担うと共に、
安全で質の高い医療を提供する』という理念のもと、
安全かつ安心な医療の推進に努めて参りました。
　この度、本院をさらに発展させるために、「患者さん
中心の医療の実現」・「優れた医療人材の育成」・「職員
の働きやすい環境づくり」・「地域医療との連携強化」・
「経営基盤の強化」を目標として掲げました。こうした
目標をこれまで以上に高い水準で実現していくために、

全職員が一致団結して前進してまいります。
　また、未来の歯科医療を担う歯学部学生、 短期
大学学生や歯科医師、歯科衛生士をはじめとする
医療従事者の育成にも力を入れており、高い倫理観
と専門性を備えた人材育成に努めています。特に、
歯学部学生は一定の技能と知識を習得した Student 
Dentist として診療チームに参加し研鑽を積んで
おります。
　今後は、歯科医師や歯科医療機関が、 地域の中で
の求められる役割を把握し、地域の歯科医療需要や
医療資源に応じた機能分化や連携の在り方等、地域
特性に応じた歯科医療提供体制を構築することが
重要だと考えており、目標に掲げた「地域医療との
連携強化」を進める上でも、これまで以上に地域の
かかりつけ歯科医の先生方との連携を密にし、地域
全体でしっかりと患者さんを支える安全で安心な
歯科医療の実現に注力してまいります。
　本学の建学理念である「歯科医師たる前に人間
たれ」の思いをもつ志高き医療人が心をひとつにして、
患者さんを第一に心のこもった医療を展開し、未来
の歯科医療を創造してまいりたいと思います。今後
とも、変わらぬご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い
いたします。

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

ほてつ

きょうせいこうくう

こうくう

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康
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　当院では、2025年 1月より電子カルテを導入致しました。
喫緊の課題となっていた、患者待ち時間の解消と紙カルテ
収納スペース等の問題をクリアすべく、2022 年 7 月から
開始した導入検討フェーズを契機に本プロジェクトが稼働
致しました。各フェーズに応じた対応を行い、稼働に向けた
細かな運用ルールの作成と徹底、運用リハーサル・反省会を
重ね、2025 年 1 月 6 日より外来にて稼働開始致しました。
（以下、タイムスケジュール参照）
　電子カルテ導入の最大のメリットである、診療情報の一元
化、医療従事者間での迅速かつ正確な情報共有化、そして
カルテ記載の統一化を活かし、蓄積した医療データの集計・
分析を行っていくことにより、医療安全の確保、業務の効率化
も推進でき、患者サービスの更なる向上に繋がっております。
　これにより従来の紙カルテのデメリットである、情報共有
に時間がかかる点や、手作業によるミスや無駄が生じると
いった問題点、保管庫の確保、カルテ紛失のリスクの解消が
できました。
　システム導入当初は運用上の見直しや、医療従事者による
システム操作の不慣れにより、一時的に受付・診療・会計等
で時間を要することもありましたが、現在ではそれらの問題
点も収束しつつあり、部署間の業務効率化が図れ、患者の
待ち時間短縮・サービスの向上に貢献しております。今後も
医療情報システム運用委員会に寄せられた意見をもとに、
院内でより良い環境整備に努めるとともに、ご来院の患者
さんに対して、安心・安全な医療の提供を行い、快適な受診
体制を整えてまいります。
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男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎
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全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之
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地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

採取やご依頼
方法はこちら

メールでの
ご相談はこちら

臨床検査科では、地域の先生方からの
細胞診ならびに組織診のご依頼を承っております。

詳しくは右記のQRコードをご参照ください。

電子カルテ導入のお知らせ

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

フェーズ 1
導入検討・要件定義（2022年7月～2022年9月）

◆2022年7月8日：電子カルテ提案
◆2022年7月25日：各社によるコンペ形式でのプレゼンを実施
◆2022年8月3日：医療情報システムリプレイスの提案要件を提示
◆2022年9月16日：概算見積書および、提案要件回答書を提出

フェーズ 2
システム導入範囲の検討（2022年10月～2023年9月）

◆2022年10月～2023年9月：既存部門システムとの連携および、
新規システム導入範囲の検討
◆2023年10月25日：医療情報システムリプレイス関連説明会
開催

フェーズ 3
プロジェクトキックオフ（2024年5月）

◆2024年5月7日：全体キックオフ実施（参加者約50名程度）

フェーズ 4
ワーキング開催（2024年5月～2024年8月）

◆2024年5月～8月：電子カルテ導入委員会によるワーキング
グループ開催

フェーズ 5
各種マスタ構築・操作研修準備（2024年9月～）

◆2024年9月：各科マスタヒアリング

フェーズ 6
操作研修・リハーサル実施（2024年10月～2024年12月）

◆2024年10月8日：電子カルテ操作研修を開始
◆2024年11月6日：歯科カルテシステム操作研修を開始

フェーズ 7
データ移行・システム切替・機器設置（2024年12月28日～

2024年12月31日）
◆2024年12月28日：14時にOECのシステムを停止し、移行元
データの抽出を開始
◆2024年12月29日～30日：新システムに抽出データを移行
◆2024年12月30日～31日：端末展開(設置)および、動作確認

フェーズ 8
本稼働・運用開始（2025年1月～）

◆2025年1月5日：入院の稼働、各科代表者参加による新システム
のスルーテストを実施
◆2025年1月6日：外来の稼働
◆2025年3月24日：クリニカルパスの稼働

フェーズ 9
運用後の評価・改善（2025年2月～）

◆2025年2月21日：第1回医療情報システム運用委員会を開催
◆2025年5月14日：第2回医療情報システム運用委員会を開催

電子カルテシステム稼働のタイムスケジュール

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康
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　当院では、2025年 1月より電子カルテを導入致しました。
喫緊の課題となっていた、患者待ち時間の解消と紙カルテ
収納スペース等の問題をクリアすべく、2022 年 7 月から
開始した導入検討フェーズを契機に本プロジェクトが稼働
致しました。各フェーズに応じた対応を行い、稼働に向けた
細かな運用ルールの作成と徹底、運用リハーサル・反省会を
重ね、2025 年 1 月 6 日より外来にて稼働開始致しました。
（以下、タイムスケジュール参照）
　電子カルテ導入の最大のメリットである、診療情報の一元
化、医療従事者間での迅速かつ正確な情報共有化、そして
カルテ記載の統一化を活かし、蓄積した医療データの集計・
分析を行っていくことにより、医療安全の確保、業務の効率化
も推進でき、患者サービスの更なる向上に繋がっております。
　これにより従来の紙カルテのデメリットである、情報共有
に時間がかかる点や、手作業によるミスや無駄が生じると
いった問題点、保管庫の確保、カルテ紛失のリスクの解消が
できました。
　システム導入当初は運用上の見直しや、医療従事者による
システム操作の不慣れにより、一時的に受付・診療・会計等
で時間を要することもありましたが、現在ではそれらの問題
点も収束しつつあり、部署間の業務効率化が図れ、患者の
待ち時間短縮・サービスの向上に貢献しております。今後も
医療情報システム運用委員会に寄せられた意見をもとに、
院内でより良い環境整備に努めるとともに、ご来院の患者
さんに対して、安心・安全な医療の提供を行い、快適な受診
体制を整えてまいります。
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男女共同参画、働き方改革時代の
安全・安心な歯科医療
東京歯科大学水道橋病院副病院長　平田 創一郎
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全ライフステージにおける
口腔健康を支えます

東京歯科大学水道橋病院副病院長　上田 貴之
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地域医療連携の強化で築く
“思いやりの心による医療”

東京歯科大学水道橋病院副病院長　笠原 清弘

採取やご依頼
方法はこちら

メールでの
ご相談はこちら

臨床検査科では、地域の先生方からの
細胞診ならびに組織診のご依頼を承っております。

詳しくは右記のQRコードをご参照ください。

電子カルテ導入のお知らせ

病院長より 患者さんのために、地域のために、
社会のために、そして、未来の歯科医療のために

東京歯科大学水道橋病院病院長　田口 円裕

フェーズ 1
導入検討・要件定義（2022年7月～2022年9月）

◆2022年7月8日：電子カルテ提案
◆2022年7月25日：各社によるコンペ形式でのプレゼンを実施
◆2022年8月3日：医療情報システムリプレイスの提案要件を提示
◆2022年9月16日：概算見積書および、提案要件回答書を提出

フェーズ 2
システム導入範囲の検討（2022年10月～2023年9月）

◆2022年10月～2023年9月：既存部門システムとの連携および、
新規システム導入範囲の検討
◆2023年10月25日：医療情報システムリプレイス関連説明会
開催

フェーズ 3
プロジェクトキックオフ（2024年5月）

◆2024年5月7日：全体キックオフ実施（参加者約50名程度）

フェーズ 4
ワーキング開催（2024年5月～2024年8月）

◆2024年5月～8月：電子カルテ導入委員会によるワーキング
グループ開催

フェーズ 5
各種マスタ構築・操作研修準備（2024年9月～）

◆2024年9月：各科マスタヒアリング

フェーズ 6
操作研修・リハーサル実施（2024年10月～2024年12月）

◆2024年10月8日：電子カルテ操作研修を開始
◆2024年11月6日：歯科カルテシステム操作研修を開始

フェーズ 7
データ移行・システム切替・機器設置（2024年12月28日～

2024年12月31日）
◆2024年12月28日：14時にOECのシステムを停止し、移行元
データの抽出を開始
◆2024年12月29日～30日：新システムに抽出データを移行
◆2024年12月30日～31日：端末展開(設置)および、動作確認

フェーズ 8
本稼働・運用開始（2025年1月～）

◆2025年1月5日：入院の稼働、各科代表者参加による新システム
のスルーテストを実施
◆2025年1月6日：外来の稼働
◆2025年3月24日：クリニカルパスの稼働

フェーズ 9
運用後の評価・改善（2025年2月～）

◆2025年2月21日：第1回医療情報システム運用委員会を開催
◆2025年5月14日：第2回医療情報システム運用委員会を開催

電子カルテシステム稼働のタイムスケジュール

安心できる医療環境を目指して
東京歯科大学水道橋病院副病院長　西井 康




